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世界の化石燃料の可採年数 



石炭の埋蔵量は？ 

全体で約３００億トン 

このうち、可採埋蔵量（実際に今の技術で採掘できる量） 約１５０億トン 

全体で約１５０億トン 

このうち、可採埋蔵量 約６０億トン 

かつての石狩炭田は、可採埋蔵量約７５～８０億トンあった。 

つまり、実に約８割もの石炭が掘られずに今も地下に眠っている！ 

三笠にも７．５億トン程度残っているのではないかと推計 

国のエネル
ギー政策によ
り炭鉱が閉山
したため 



この研究会で出てくるキーワード 

・石炭地下ガス化（ＵＣＧ） 

・石炭層メタンガス（コールベットメタン、ＣＢＭ） 

・エネルギーのベストミックス 

・エネルギーの地産地消 

・三笠モデル 



エネルギーは？ 

【回収できるエネルギー】 

大きい柱は、３つ 

・石炭地下ガス化（ＵＣＧ） 

・石炭層メタンガス（コールベットメタン、ＣＢＭ） 

・新エネルギー ※石炭とのベストミックス 

【利用】 

いろいろな使い道がある 

どのように使うか？ 

家庭の電気？企業・農業利用？車？などなど 

→皆さんで一緒に学び考えていきましょう！ 



石炭地下ガス化について 

空気・酸素・水蒸気など

炭層

き裂
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移動

破壊・環境モニタリング

石炭地下ガス化の概念図 

 
①石炭層に向けて地中に２本の穴を 

  掘って石炭層に連結 

②地中で石炭に着火し片方の穴から 

  酸素・空気・水蒸気などを送る 

③石炭層で直接燃焼させる。石炭の 

  ガス化が起こる 

④もう片方の穴から、生産ガス（ﾒﾀﾝｶﾞｽ・ 

  水素ｶﾞｽ・一酸化炭素ｶﾞｽ等）を回収 

⑤発電やエネルギー燃料として利用 

・関係機関（国、北海道、 各政党等）へ要望 

・本市の砂子炭鉱で、室蘭工大の板倉教授 

  などのご協力により、２回にわたり石炭 

  地下ガス化の 実証実験実施(H23) 

 → 生産ガスの回収に成功 

・石炭エネルギーシンポジウム開催(H23) 

そして 

・石炭資源活用研究会を立ち上げ、市民の研究を推進 



石炭地下ガス化のメリットは？ 

（１）大局的には、日本のエネルギー資源の継続的な 
   確保と、それに伴う国際的、特にエネルギー大 
   国等によるエネルギー資源の寡占化への対応が 
   可能になること 
 
（２）経済的には、安価なエネルギー回収が可能なこ 
   と、効率的な石炭回収が可能なこと 
   ※電力1kWhの原価は坑内炭の1/3、露天掘炭の2/3 
 
（３）環境的には、 
・廃棄物（灰など）がない ・大気への物質放出がない 
・SOx，NOxの発生が少ない ・放射能汚染がない 
・地表設備の簡略化    ・CO2の排出削減など 



三笠市での実験の様子(砂子炭鉱)1 



UCGガス 

三笠市での実験の様子(砂子炭鉱)2 



石炭層メタンガスとは？ 



生産されるガスとその活用法は？ 
◎石炭地下ガス化（ＵＣＧ） 
⇒メタンガス(CH4)、水素ガス(H2)、一酸化炭素ガス(CO)、二酸化炭素(CO2) etc 

 (1) メタン：発電、天然ガスとして利用 

 (2) 水 素：水素自動車、燃料電池など用途多数。また、窒素と反応させアンモニ 

   ア合成も可能(反応式: N2+3H2 → 2NH3） 

 (3) 一酸化炭素：水蒸気と反応させ水素ガスを製造(反応式: CO＋H2O → CO2＋H2) 

 (4) 一酸化炭素＋水素（合成ガス、syngas） 

  ①ジメチルエーテル（ＤＭＥ）～ディーゼル燃料、燃料電池、スプレー、脱油剤 

   反応式: 3CO＋3H2 → CH3OCH3＋CO2 

  ②合成油、合成燃料、ナフサ（フィッシャー・トロプシュ法、FT法） 

   反応式: (2n+1)H2＋nCO → CnH2n+2 + nH2O  

  ③メタノール～石油代替自動車燃料、燃料電池、フェノール樹脂や接着剤、ホルマ 

   リン等の合成原料、アルコールランプの燃料など用途多数 

   反応式: CO＋2H2 → CH3OH 

◎石炭層メタンガス（コールベットメタン、ＣＢＭ） 
⇒メタンガス（ＣＨ４） 

  発電、天然ガスとして利用 



未利用石炭資源 + 



エネルギー利用 

【エネルギー利用の一例】 

石炭地下ガス化の農業（植物工場）利用のイメージ 
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同軸方式UCGを利用する浅部小規模地下ガス化フィールド 

UCG生成ガス処理・コジェネプラント UCG利用農産物工場 

電気 
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農産物の通年生産 
（野菜・果物・薬草など） 
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CNG（圧縮天然ガス）による二つのエネルギー供給モデル 

 

UCGプラント＋CBM 

三笠市をモデルとしたLEGの提案(板倉教授) 


